
週間感染症情報 2017年5週2017年1月30日より2017年2月5日まで

麻疹

風疹

水痘(みずぼうそう）

ﾑﾝﾌ゚ ｽ(おたふくかぜ）

百日咳

溶連菌感染症

手足口病

へﾙﾊ゙ ﾝヤー ず

伝染性紅斑

感染性胃腸炎

ロタウイルス(再掲）

便ｱヂﾉｳｲﾙｽ(再掲）

突発性発疹

伝染性膿痂疹(とびひ）

ヘルペス性口内炎

ｱヂﾉｳｲﾙｽ感染症

RSウイルス感染症

ﾏｲｺブﾗｽﾏ感染症

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻ゙ (臨床診断含む

ｲﾝﾌﾙｴﾝずA

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻ泥

小児科外来はヒマになりました｡スギ花粉が飛んでいるようで､常連さんが受診されます。

インフルエンザは第4週がピークで､第5週は減少しました｡今週になりさらに減少してⅡ､ます°B型の報告は少なく、

A型の大流行で終息するのではと予想しています｡しかし､教育委員会の報告によると､小学生の罹患率が低く

ｸﾗｽ内にイシフルエンザｳｼrルスが持ち込まれると､小学生の間で流行が拡大する可能性が残ります。

水痘は､1回目のワクチン接種率が90％を超えて幼児での報告数は減少しています｡:2回目接種率が65％前後と

低いので､忘れないように2回目接種を受Iけましよう。

ムンプスは全国で流行しでいますが､総社市は助成制度のおかげで1回目のワクチン接種率は85％と非常に高く、

4～5年毎の山がほとんどありません｡報告数の中には､他市町村の症例もかなりあります｡ワクチンの効果がよく

あらわれています｡ワクチン助成制度をぜひ続けていただきたいと願っています。

RSｳｲﾙｽ感染症やﾏｲｺブﾗｽﾏ感染症の報告も続いています｡発熱患者の診察時には､インフルエンザ迅速検査が

陰性の場合などは､考慮する必要があります。
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(感染情報については当院のホームページでもご覧になれます。http://miyaiinsoja・webmedipr・jp/）

三宅内科小児科医院三宅真砂子
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週別インフルエンザ報告数
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■インフルエンザA

■インフルエンザB

■臨床診断
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